
日本スポーツ体育健康科学学術連合第6回大会 シンポジウム

開催方法｜対面およびZoomウェビナー

気候変動とスポーツの持続可能な関係づくり
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日本スポーツ体育健康科学学術連合（JAASPEHS）
日本体育・スポーツ・健康学会（JSPEHSS）・スポーツ庁

対面会場｜JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE

13:20 - 14:20

＜お申し込みはこちら＞

https://jaaspehs.com

主催：
共催：

日本スポーツ体育健康科学学術連合
Japan Academic Alliance for Sport, Physical Education, and Health Sciences

13：05ｰ15：00 シンポジウム

【無料・要事前申込】

13:00 − 開会挨拶 菊 幸一（ JAASPEHS代表、国士舘大学）

シンポジスト：
気候変動に対するスポーツ界の取組～先進事例等を中心に～

楠本浩史（環境省関東地方環境事務所）
ハイパフォーマンスアスリートを対象とした熱中症対策

杉田正明（日本体育大学）
環境要因が体育、スポーツ指導時の安全・健康管理に及ぼす影響とその対応策

細川由梨（早稲田大学）

司会：
岡出美則 (JAASPEHS副代表、日本体育大学) 

【設定趣旨】
気候変動は、スポーツを営む自然環境に大きな影響を与えてきている。その影響は、オリンピッ
クに代表されるハイパフォーマンスを競う大会のみならず、熱中症特別警戒情報（熱中症特別警
戒アラート）による日常生活への影響にみられるように、学校で行われている体育授業や運動会
や学齢期の児童、生徒の競技対策にも及んでいる。その結果、誰もが安全に運動する機会が抑制
されていくリスクが高まっている。
このような現象のもとでスポーツを営む場合、その安全で、持続可能な環境整備について検討

していくことともに、気候変動に対応したスポーツの具体的な実施方法についてもまた、検討し
ていくことが必要になる。このような気候変動に対応する安全なスポーツ実施に対する検討は、
スポーツに限らず日常生活全般における気候変動対策への指針の１つにもなり得ると考えられる。
本シンポジウムでは、このような問題意識のもと、多様な関係者が論議する場を設定し、気候

変動とスポーツの関係に関する研究成果の共有を通して、長期的視点に立つ気候変動とスポーツ
の持続可能な関係づくりについて論議する機会としたい。
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